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水
稲
経
営
の
大
規
模
化
を
進
め
る 

た
め
に
は
、
作
業
の
省
力
化
が
不
可 

欠
で
す
。

そ
こ
で
農
業
事
務
所
で
は
、
規
模 

拡
大
志
向
の
経
営
体
に
対
し
て
、

ス 

マ
ー
ト
農
業
や
省
力
化
技
術
を
紹
介 

し
、
導
入
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

農薬散布用ドローンの実演

令
和3

年6

月

18
日
、

ス
マ
ー
ト 

農
業
機
械
の
活
用
に
つ
い
て
理
解
を 

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
我
孫 

子
市
で
現
地
検
討
会
を
開
催
し
ま
し 

た
。
当
日
は
生
産
者
等
59
名
の
参
加 

が
あ
り
ま
し
た
。

loa

あ
た
り
30
秒
で
除
草
剤
を
散 

布
す
る
ラ
ジ
コ
ン
ボ
ー
ト
や
、
操
縦 

者
の
操
作
無
し
で
自
動
飛
行
す
る
ド

ロ
ー
ン
の
実
演
を
行
い
、
参
加
者
に 

よ
る
ラ
ジ
コ
ン
ボ
ー
ト
の
操
作
体
験 

も
行
い
ま
し
た
。

現
地
検
討
会
で
実
演
し
た
生
産
者 

か
ら
、
「斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
防
除 

に
使
用
し
て
お
り
、1

回
の
フ
ラ
イ 

卜
(

約

10
分)

でl

ha
分
の
農
薬
散 

布
で
き
る
。
導
入
前
と
比
べ
て
斑
点 

米
カ
メ
ム
シ
類
に
よ
る
不
稔
・
く
ず 

米
の
発
生
が
減
少
し
、
収
量
が
向
上 

し
た
。
さ
ら
に
、
斑
点
米
の
発
生
が 

大
幅
に
減
り
、
乾
燥
調
製
作
業
が
ス 

ム
ー
ズ
に
な
っ
た
。
」
と
、
導
入
効
果

ド
ロ
ー
ン
の
導
入
効
果

ス
マ
ー
ト
農
業
現
地
検
討
会

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
カ 

ら
は
、
「今
後
の
導
入
に
向
け
て
参
考 

に
な
っ
た
。
」
と
い
う
前
向
き
な
感
想 

が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

管
内
で
は
、
直
進
キ
ー
プ
田
植
機
、
 

収
量
コ
ン
バ
イ
ン
、
高
密
度
播
種
苗 

技
術
等
、

ス
マ
ー
ト
農
業
や
省
力
化 

技
術
の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
 

今
後
も
農
業
事
務
所
で
は
、
こ
れ 

ら
の
技
術
導
入
等
に
よ
る
省
力
化
や 

水
稲
経
営
の
規
模
拡
大
に
向
け
た
支 

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
—
卜
農
業.

省
力
化
技
術
の
活
用
で
労
力
軽
減!

〜
水
稲
の
規
模
拡
大
に
向
け
た
取
組
〜
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温水点滴処理

温水点滴処理の説明

「 

ノ 

効
果
的
な
白
紋
羽
病
対
策
の
実
践
で 

計
画
的
な
改
植
を
進
め
よ
う

1

白
紋
羽
病
の
温
水
点
滴
処
理
に 

つ
い
て

(
1
)

白
紋
羽
病
と
は

白
紋
羽
病
は
東
葛
飾
地
域
の
梨
生 

産
に
お
い
て
、
近
年
最
も
問
題
に
な 

っ
て
い
る
病
害
の
一
つ
で
す
。
苗
木 

の
定
植
後
、
数
年
で
急
に
枯
死
し
て 

し
ま
う
こ
と
か
ら
、
改
植
を
進
め
る 

上
で
の
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま 

す
。一

方
で
、
こ
の
白
紋
羽
病
菌
は
熱 

に
弱
い
と
い
う
特
性
が
長
野
県
農
業

3

各
産
地
で
実
演
会
を
開
催 

梨
研
究
同
志
会
の
研
修
会
を
き
っ 

か
け
に
、
各
市
で
実
演
会
が
開
催
さ 

れ
ま
し
た
。
実
際
の
処
理
方
法
を
体 

感
す
る
こ
と
で
多
く
の
方
に
興
味
を 

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
温
水
点
滴
処
理
機
の
導 

入
が
決
ま
っ
た
組
合
も
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
ト
リ
コ
デ
ル
マ
菌
と
の
併 

用
試
験
を
現
地
で
行
い
、
数
年
か
け 

て
効
果
を
検
証
す
る
活
動
も
始
ま
り 

ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
全
体
で
白
紋
羽
病 

対
策
に
取
組
み
、
計
画
的
な
改
植
を 

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

試
験
場
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
り
、
 

温
水
点
滴
処
理
と
い
う
技
術
が
開
発 

さ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
で
も
試
験
を 

重
ね
、
現
在
は
一
度
に4

樹
に
処
理 

が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
作
業
性
が 

向
上
し
て
い
ま
す
。

(
2
)

よ
り
効
果
的
な
防
除
対
策 

温
水
点
滴
処
理
に
よ
り
処
理
土
壌 

の
白
紋
羽
病
菌
は
死
滅
す
る
こ
と
が 

わ
か
り
ま
し
た
が
、
数
年
す
る
と
周 

辺
か
ら
菌
が
侵
入
し
再
発
し
て
し
ま 

い
ま
す

一
方
、
土
着
の
拮
抗
菌
を
増
や
す 

こ
と
に
よ
り
白
紋
羽
病
菌
が
増
殖
し 

に
く
く
な
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
り 

ま
し
た
。
現
在
そ
の
効
果
が
高
い
微 

生
物
と
し
て
研
究
さ
れ
て
い
る
の
が
、
 

ト
リ
コ
デ
ル
マ
菌
で
す
。
こ
の
菌
を 

用
い
た
微
生
物
資
材
「ト
リ
コ
デ
ソ 

イ
ル
」
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り 

温
水
点
滴
処
理
の
効
果
が
高
く
な
る 

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

(
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東
葛
飾
梨
研
究
同
志
会
に
よ
る 

「白
紋
羽
病
対
策
研
修
会
」
の
開
催 

東
葛
飾
梨
研
究
同
志
会
は
、
東
葛 

飾
地
域
の
農
業
士
、
指
導
農
業
士
等 

で
組
織
さ
れ
、
現
在
35
名
が
在
籍
し

て
い
ま
す

当
会
で
は
、
梨
に
関
す
る
最
新
技 

術
や
課
題
解
決
に
向
け
た
研
修
会
等 

を
開
催
し
、
自
身
の
経
営
発
展
だ
け 

で
な
く
、
地
域
の
果
樹
振
興
に
寄
与 

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て 

い
ま
す
。

今
年
度
は
、
計
画
的
な
改
植
を
進 

め
て
い
く
上
で
重
要
な
課
題
と
な
っ 

て

い

る

「白
紋
羽
病
対
策
」
を
テ
ー 

マ
に
、6

月

25
日
に
研
修
会
を
開
催 

し
ま
し
た
。
今
回
は
、
よ
り
地
域
へ 

の
波
及
効
果
を
一
層
高
め
る
た
め
、
 

会
員
以
外
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
た 

と
こ
ろ
、
会
員
15
名
、
会
員
以
外
の 

梨
生
産
者
16
名
、
農
業
経
営
体
育
成 

セ
ミ
ナ
ー
生7

名
、
関
係
者
18
名
の 

合
計
56
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

研
修
会
で
は
、
農
林
総
合
研
究
セ 

ン
タ
ー
の
高
橋
研
究
員
が
白
紋
羽
病 

の
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
現
在
白 

紋
羽
病
治
療
に
活
用
さ
れ
て
い
る
温 

水
点
滴
処
理
に
つ
い
て
、
機
械
の
実 

演
を
交
え
て
説
明
し
ま
し
た
。
 

会
場
と
な
っ
た
会
員
の
「船
芳
園
」
 

園
主
の
加
納
芳
光
さ
ん
も
、
昨
年
処 

理
し
た
経
験
か
ら
、
作
業
性
や
今
年 

の
苗
木
の
生
育
の
違
い
な
ど
に
つ
い 

て
具
体
的
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
参 

加
者
か
ら
は
導
入
に
前
向
き
な
声
が 

聞
か
れ
ま
し
た
。

http://www.pref.chiba.lg.jp
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水田畦畔で増殖する 

ナガエツルノゲイトウ

除草剤散布により葉が枯れた 

ものの、生き残った茎から 

芽が再生している様子

か
ぶ
さ
り
、
収
穫
が
困
難
に
な
る
。
 

•

水
面
を
覆
い
水
路
を
ふ
さ
ぐ
た
め
、
 

取
水
、
排
水
の
障
害
に
な
る
。
 

2

侵
入
か
ら
拡
散
ま
で 

ナ
ガ
エ
ッ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
主 

に
水
口
か
ら
侵
入
し
ま
す
。
そ
の
水 

ロ
付
近
か
ら
畦
塗
り
を
す
る
こ
と
に 

よ
り
、
茎
が
断
片
と
な
り
畦
畔
へ
拡 

散
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
茎
断
片
が 

再
生
し
、
畦
畔
か
ら
水
田
内
へ
伸
び 

た
状
態
で
耕
う
ん
等
を
行
う
と
、
細 

断
さ
れ
た
断
片
が
水
田
中
央
部
に
も 

す
き
込
ま
れ
ま
す
。

近
年
、
難

防

除

雑

草

「ナ
ガ
エ
ッ 

ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
」
が
手
賀
沼
周
辺
の 

水
路
や
水
田
へ
侵
入
し
、
増
殖
し
て 

い
ま
す
。
繁
殖
力
が
強
く
拡
散
し
や 

す
い
た
め
、
早
期
に
防
除
す
る
必
要 

が
あ
り
ま
す
。

1
 

ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
と
は 

ヒ
ュ
科
に
分
類
さ
れ
る
南
米
原
産 

の
多
年
草
で
す
。
千
葉
県
だ
け
で
な 

<
'

関
東
以
西
の
河
川
、
水
路
、
水 

田
、
畦
畔
で
広
く
確
認
さ
れ
て
い
ま 

す
。

〜
持
徴
〜

•

水
陸
両
生
な
の
で
、
畦
や
畑
地
に 

も
侵
入
す
る
。
乾
燥
に
強
く
、
耐 

塩
性
が
高
い
。

•

水
面
で
大
群
落
と
な
り
マ
ッ
ト
状 

に
一
面
を
覆
う
。

•

国
内
の
系
統
は
種
子
を
つ
け
な
い 

が
、
ち
ぎ
れ
た
茎
断
片
か
ら
芽
が 

出
て
急
速
に
生
育
す
る
た
め
拡
散 

し
や
す
い
。

〜
農
業
被
害
の
例
〜

-

除
草
剤
が
効
き
に
く
く
、

一
度
水 

田
へ
侵
入
し
て
し
ま
う
と
防
除
が 

難
し
く
な
る
。

•

水
田
内
で
繁
殖
す
る
と
稲
に
覆
い

3

見
分
け
方
の
ホ
イ
ン
ト

① 

葉
茎
に
対
に
な
っ
て
付
き
、
先
が
少
し 

尖
っ
て
い
る
。

② 

茎
断
面
が
空
洞
に
な
っ
て
い
る(

ス
ト 

ロ
—
状)

。
表
面
は
な
め
ら
か
で
、
節 

か
ら
よ
く
分
枝
す
る
。

③ 

花
小
さ
な
白
い
花
が
集
ま
り
、1

〜1
"
 

5

cm
の
球
状
花
に
な
っ
て
い
る
。
花 

柄
の
長
さ
は1

〜4

cm
に
な
る
。

4
 

田
植
前
ま
で
の
防
除
方
法

①

侵
入
防
止
対
策

水
口
に
ネ
ッ
ト
等
を
取
り
付
け
、
 

茎
断
片
の
ほ
場
へ 

の
侵
入
を
防
止
し 

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
農
機
に
付
着
し
た
茎
断
片
の 

拡
散
を
防
止
す
る
た
め
、
発
生
の
な 

い
ほ
場
か
ら
先
に
作
業
し
ま
し
ょ
う
。
 

さ
ら
に
、
発
生
ほ
場
で
の
作
業
後
は

農
機
を
よ
く
洗
浄
す
る
よ
う
に
し
ま 

し
よ
う
。

②

発
生
の
見
ら
れ
る
ほ
場
に
お
け
る 

対
策耕

起
前
に
ほ
場
を
よ
く
確
認
し
、
 

水
田
内
で
ナ
ガ
エ
ッ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ 

の
葉
が
繁
茂
し
て
い
た
ら
、
ラ
ウ
ン 

ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド(

使
用 

回

数

【
 
2

回
以
内
、
使
用
時
期
・
耕 

起

前
(

雑
草
生
育
期)
)

を
散
布
し
ま 

す
。
地
上
部
が
枯
れ
た
後
、
残
っ
た 

株
を
根
元
か
ら
手
で
丁
寧
に
取
り
除 

い
て
く
だ
さ
い
。
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ 

イ
ト
ウ
は
特
定
外
来
生
物
の
た
め
、
 

取
り
除
い
た
後
は
袋
に
密
閉
し
、
枯 

死
さ
せ
て
か
ら
処
分
し
ま
す
。
処
分 

方
法
は
各
市
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ 

さ
い
。
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の 

防
除
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
改 

良
普
及
課 

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

水
田
に
お
け
る
「ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
」
対
策

〜
早
期
発
見
に
よ
り
増
殖
・
拡
散
を
食
い
止
め
ま
し
ょ
う
〜
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•農水りん片脱落期、幸水開花直前を外さない!
(平年で3月22日前後) (平年で4月5日前後)

・梅雨畤期は予防期の兩前散布で常に樹をコーティング!

«かけ厶ラが無いように、新梢先端までたっぷりかける!

(6月以障は250L〜300L/10a)
•落葉処理は効果苗)!(草刈横での粉砕でも。 K)

果実と葉柄の病斑

0

黒星病ゆ夢延を防ぐたあ。4飾条I

し
ま
っ
た
園
が
増
加
し
、
そ
れ
ら
の 

梨
園
で
黒
星
病
が
発
生
し
、
周
囲
に 

飛
散
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

2

防
除
の
ポ
イ
ン
ト

防
除
の
ポ
イ
ン
ト
は4

つ
。
こ
れ 

さ
え
で
き
れ
ば
、
黒
星
病
が
ま
ん
延 

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
1
)

春
先
の
初
期
防
除
を
確
実
に 

豊
水
の
り
ん
片
脱
落
期(

平
年 

3

月

22
日
前
後)

と
幸
水
の
開
花 

直

前
(

平
年4

月5

日
前
後)

は 

黒
星
病
の
最
重
要
防
除
期
で
す
。
 

こ
の
時
期
に
第1

次
感
染
が
起
こ 

り
、
そ
の
後2

次
、3

次
と
感
染 

が
拡
大
し
て
い
く
た
め
、
初
期
の 

菌
密
度
を
い
か
に
抑
え
ら
れ
る
か 

が
勝
負
の
分
か
れ
目
で
す
。

に
耕
う
ん
す
る
と
効
率
的
で
す
。
 

ま
た
最
近
の
研
究
で
、
「草
刈
機
な 

ど
に
よ
る
破
砕
」
で
も
、
か
な
り
の 

効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま 

す
。
落
葉
を
小
さ
く
砕
く
こ
と
で
、
 

黒
星
病
菌
は
越
冬
で
き
な
く
な
り
ま 

す
。病

害
虫
防
除
は
自
園
だ
け
で
な
く
、
 

周
囲
に
も
影
響
し
ま
す
。
地
域
全
体 

で
ま
ん
延
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
ょ 

う
。

G

(2) 

常
に
樹
が
殺
菌
剤
で
コ
—
テ 

イ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
状
態
に

園
内
に
黒
星
病
菌
が
存
在
し
て
も
、
 

次
の
降
雨
時
に
樹
が
殺
菌
剤
で
コ
ー 

テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
れ
ば
、
菌
は
感 

染
出
来
ま
せ
ん
。
特
に
梅
雨
時
期
は 

予
防
剤
の
雨
前
散
布
を
徹
底
し
、
常 

に
樹
が
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
さ
れ
て
い
る 

状
態
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

(3) 

散
布
厶
ラ
が
な
い
よ
う
に
、
 

た
っ
ぷ
り
散
布

6

月
以
降
は
発
育
枝
が
伸
長
し
、
 

枝
の
先
端
ま
で
薬
液
が
届
き
に
く
く 

な
り
ま
す
。
特
に
園
の
外
周
の
先
端 

の
枝
は
薬
液
が
届
き
に
く
い
た
め
、
 

た
っ
ぷ
り
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
 

loa

あ
た
り
の
散
布
量
の
目
安
は
、
 

4

月
〜5

月
が2
 0
0

拙
、6

月
以 

降
は2
 5
 

〇
〜3
 

〇 
〇
拙
で
す
。

(4) 

落
葉
処
理
は
効
果
大

春
先
の
黒
星
病
の
発
生
源
は
、
主 

に
前
年
の
落
葉
と
芽
基
部
の
病
斑
で 

す
。
特
に
落
葉
に
は
多
く
の
黒
星
病 

菌
が
越
冬
し
て
い
る
た
め
、
落
葉
処 

理
は
必
須
作
業
で
す
。

最
も
効
果
の
高
い
落
葉
処
理
は 

「園
外
へ
の
持
ち
出
し
」
で
す
が
、
 

す
べ
て
の
落
葉
を
園
外
へ
持
ち
出
す 

の
は
大
変
な
作
業
で
す
。
そ
の
次
に 

効
果
的
な
処
理
は
「土
壌
へ
の
す
き 

込
み
」
で
す
。
た
い
肥
等
の
施
用
時

、 

ノ 

梨
黒
星
病
の
発
生
条
件
と

防
除
の
ポ
イ
ン
ト

今
年
、
東
葛
飾
地
域
の
多
く
の
梨 

園
で
黒
星
病
が
多
発
し
ま
し
た
。
今 

年
は3

月
の
気
温
が
高
く
、
梨
の
開 

花
が
早
ま
っ
た
こ
と
に
よ
り
適
期
に 

初
期
防
除
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が 

原
因
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今 

後
も
、
気
候
変
動
に
よ
り
同
様
の
こ 

と
が
起
こ
り
得
る
た
め
、
防
除
の
ポ 

イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
抑
え
、
蔓
延
を 

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

1

黒
星
病
の
発
生
条
件 

黒
星
病 
丹 v

e
n
-
t
u
r

s-n
a
s
h
i
c
o
l
a

 

と
い
う
糸
状
菌
に
よ
る
病
気
で
、
葉 

や
果
実
な
ど
に
黒
色
で
す
す
状
の
病 

斑
を
生
じ
、
落
葉
や
裂
果
を
引
き
起 

こ
し
ま
す
。
多
発
す
る
と
収
穫
量
が 

減
少
し
ま
す
。

黒
星
病
菌
は
前
年
の
落
葉
や
芽
基 

部
で
越
冬
し
、
翌
春
、
降
雨
な
ど
に 

よ
り
飛
散
し
ま
す
。

一
度
菌
密
度
が 

高
く
な
る
と
発
生
を
止
め
る
の
が
困 

難
に
な
り
ま
す
。

発
生
の
主
な
原
因
は
、
春
先
の
初 

期
防
除
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ 

と
や
、
薬
剤
の
散
布
ム
ラ
な
ど
に
あ 

り
ま
す
。
ま
た
近
年
、
耕
作
放
棄
地 

や
十
分
な
管
理
が
出
来
な
く
な
っ
て



⑸ とうかつ普及だより第41号 令和3年12月

成虫(左)と幼虫による被害(右)

(白く見えるのが幼虫)

黒腐菌核病の激発圃場(左)と葉鞘裏の菌(右)

1

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類
の
生 

態
成
虫
は4

月
中
下
旬
か
ら8

月
頃 

に
か
け
て
活
動
し
、5

月
上
中
旬
か 

ら
餌
と
な
る
植
物
の
株
元
の
地
表
面 

や
ご
く
浅
い
地
中
に
産
卵
を
始
め
ま 

す
。
冬
は
土
中
で
幼
虫
ま
た
は
成
虫 

で
越
冬
し
ま
す
。

2

被
害

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類
は
、

二 

ン
ジ
ン
や
ラ
ッ
カ
セ
イ
の
他
、
ダ
イ 

コ
ン
、

コ
マ
ツ
ナ
、
ネ
ギ
な
ど
様

 々

な
種
類
の
作
物
を
加
害
し
ま
す
。
成 

虫
は
地
上
部
を
、
幼
虫
は
地
下
部
を 

食
害
し
ま
す
。

成
虫
は
飛
ば
ず
、
歩
い
て
長
距
離 

を
移
動
し
ま
す
。
周
辺
に
雑
草
が
繁 

茂
す
る
圃
場
や
雑
木
林
が
近
い
圃
場 

で
は
、
成
虫
が
圃
場
に
侵
入
し
、
被 

害
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
 

3

防
除
方
法

東
葛
飾
地
域
で
被
害
の
大
き
い
春 

夏
ニ
ン
ジ
ン
で
は
、
例
と
し
て
、
幼 

虫
防
除
に
ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤 

の
株
元
灌
注
、
成
虫
防
除
に
コ
テ
ツ 

フ
ロ
ア
ブ
ル
の
散
布
が
有
効
で
す
。
 

ま
た
、
作
物
残
渣
は
幼
虫
の
餌
に

な
る
の
で
、
発
生
圃
場
で
は
残
渣
を 

鋤
き
込
む
こ
と
は
せ
ず
、
集
め
て
廃 

棄
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

耕
種
的
防
除
と
薬
剤
防
除
を
組
み 

合
わ
せ
た
総
合
的
な
対
策
を
心
が
け 

ま
し
ょ
う
。

4

緑
肥
の
利
用

緑
肥
は
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類 

の
密
度
を
高
め
る
恐
れ
が
あ
る
と
さ 

れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
の
研
究
か 

ら
、
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ
類
が
増 

え
に
く
い
緑
肥
の
種
類
が
判
明
し
ま 

し
た
。
ソ
ル
ガ
ム
や
ク
ロ
タ
ラ
リ
ア 

は
餌
と
な
り
に
く
く
、
産
卵
数
が
減 

り
、
幼
虫
の
生
存
、
羽
化
率
も
低
く 

な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

一  

方
で
、

マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ラ 

イ
ム
ギ
は
餌
と
し
て
好
ま
れ
る
こ
と 

か
ら
、
幼
虫
の
生
存
率
が
高
く
な
り
、
 

注
意
が
必
要
で
す
。
緑
肥
を
適
切
に 

選
び
、
効
果
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

3

防
除
方
法

厳
寒
期
を
除
い
た1
〇

〜
11
月
及
び 

3

〜4

月
に
発
生
が
多
く
な
る
た
め
、
 

菌
が
増
加
す
る
前
の
防
除
が
重
要
で 

す
。
ア
フ
ェ
ッ
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
や
パ 

レ
ー
ド
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
等
を
登
録
内 

容
を
確
認
し
た
う
え
で
適
宜
使
用
し 

ま
し
よ
う
。
ま
た
、
発
病
し
て
い
な 

い
圃
場
に
菌
を
移
さ
な
い
た
め
に
、
 

機
械
や
長
靴
等
を
そ
の
都
度
洗
浄
す 

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

併
せ
て
、
発
病
圃
場
で
の
育
苗
や
、
 

発
生
の
多
い
圃
場
で
の
連
作
は
避
け 

ま
し
よ
う
。
ネ
ギ
属
以
外
の
作
物
を 

5

年
以
上
作
付
け
す
る
な
ど
、
輪
作 

に
よ
る
対
策
も
必
要
で
す
。

ネ
ギ
黒
腐
菌
核
病
の
防
除
は 

早
め
の
対
策
が
肝
心!

東
葛
飾
地
域
で
は
、
秋
冬
か
ら
春 

ど
り
の
作
型
を
中
心
に
、
ほ
ぼ
周
年 

で
ネ
ギ
の
出
荷
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

10
月
中
旬
〜4

月
に
か
け
て
、
低
温 

を
好
む
カ
ビ
が
原
因
で
発
生
す
る
ネ 

ギ
黒
腐
菌
核
病
の
発
生
に
注
意
が
必 

要
で
す
。

1

黒
腐
菌
核
病
と
は

ネ
ギ
を
は
じ
め
、
タ
マ
ネ
ギ
や
二 

ン
ニ
ク
、

ニ
ラ
等
の
ネ
ギ
属
に
被
害 

を
及
ぼ
し
ま
す
。
症
状
は
、
下
葉
か 

ら
黄
化
が
始
ま
り
や
が
て
全
体
が
枯 

死
し
、
容
易
に
引
き
抜
け
る
よ
う
に 

な
り
ま
す
。
ま
た
、
葉
鞘
が
か
さ
ぶ 

た
の
よ
う
に
黒
変
し
、
増
殖
し
た
菌 

糸
の
影
響
で
上
が
こ
び
り
付
き
ま
す
。
 

菌
は
地
温
が
20
°c
以
下
に
な
る
と
活 

動
を
開
始
し
ま
す
。

2

伝
染
経
路

ネ
ギ
黒
腐
菌
核
病
は
上
壌
伝
染
性 

の
病
気
で
、
上
壌
中
に
菌
核
を
作
り
、
 

隣
接
す
る
株
に
次
々
に
伝
染
し
て
い 

き
ま
す
。
ま
た
、
ネ
ギ
属
を
作
付
け 

し
な
い
状
態
で
あ
っ
て
も
上
壌
中
で 

は
約3
〇

〜
如
cm
の
深
さ
に4

〜5

年 

間
菌
核
が
残
り
ま
す
。

「 

ノ 

総
合
的
な
対
策
で
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ゾ
ウ
ム
シ 

類
を
防
除
し
ま
し
ょ
一
つ!



令和3年12月 とうかつ普及だより第41号 (6)

県
が
育
成
し
た
梨
の
新
品
種
の
愛 

称

が

「秋
満
月
」
に
決
定
し
、
今
年 

の
秋
か
ら
本
格
デ
ビ
ュ
ー
と
な
り
ま 

し
た
。

東
葛
飾
地
域
で
は
県
内
に
配
付
さ 

れ
た
苗
木
の
約3

割
が
導
入
さ
れ
て 

お
り
、
今
後
注
目
さ
れ
る
品
種
と
な 

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

「秋
満
月
」
の
特
徴

•

晩

生
の
品
種(
9

月
中
旬
〜
10
月 

上
中
旬)

。

• 
7
0
0
 
g

を
超
え
る
大
果
と
な
る
。
 

•

肉
質
は
滑
ら
か
で
多
汁
。

•

糖
度
は
高
く
、
酸
味
が
少
な
く
、
 

食
味
は
と
て
も
良
い
。

•

日
持
ち
す
る(

常
温
で
28
日)

。

「秋
満
月
」
の
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

•

短
果
枝
の
花
芽
が
多
い
の
で
花
芽 

整
理
を
行
う
。

•

自
家
摘
果
性
が
あ
る
の
で
、
摘
果 

は
主
要
品
種
の
後
に
行
う
。

•

み
つ
症
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る 

た
め
、
豊
水
で
み
つ
症
の
発
生
が
多 

い
ほ
場
に
定
植
し
な
い
。

米
の
消
費
量
が
年
々
減
少
し
て
い 

る
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染 

症
の
広
が
り
に
よ
り
外
食
需
要
が
落 

ち
込
ん
だ
こ
と
等
に
よ
り
、
全
国
的 

に
米
価
が
下
落
し
、
農
家
の
所
得
に 

影
響
が
生
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
 

県
で
は
水
田
を
そ
の
ま
ま
活
用
で
き
、
 

湿
田
で
も
栽
培
可
能
な
飼
料
用
米
を 

中
心
に
、
新
規
需
要
米
の
生
産
を
推 

進
し
て
い
ま
す
。

飼
料
用
米
生
産
に
よ
る
収
入
は
、
 

国
や
県
か
ら
の
助
成
に
よ
り
、
米
価 

の
変
動
を
受
け
ず
に
安
定
し
た
収
入 

が
確
保
で
き
ま
す
。
本
紙
の
発
行
時 

点
で
は
、
令
和4

年
度
に
お
け
る
助 

成
内
容•

単
価
が
決
定
さ
れ
て
お
ら 

ず
、
制
度
の
見
直
し
も
予
定
さ
れ
て 

お
り
ま
す
が
、
国
・
県
と
し
て
も
飼 

料
用
米
の
取
組
拡
大
を
継
続
し
て
推 

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す 

の
で
、
飼
料
用
米
の
生
産
を
是
非
御 

検
討
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
農
業
事
務
所
企
画
振
興
課 

(
0
4
 
丨 7
1
4
3
 
丨 4
1
2
1

】
 

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

千
葉
県
農
林
水
産
部
担
い
手
支
援 

課
で
は
、
公

式F
a
c
e
b
o
o
k

ペ
ー
ジ 

「ち
ば
農
業
情
報
局
」
に
お
い
て
、
 

①

気
象
災
害
対
策
や
病
害
虫
の
発
生 

情
報
、②

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー 

が
取
り
組
ん
で
い
る
技
術
開
発
の
情 

報
、③

農
業
者
向
け
の
研
修
会
や
講 

演
会
な
ど
経
営
に
役
立
つ
情
報
、
な 

ど
の
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
し 

て
い
ま
す
。

「ち
ば
農
業
情
報
局
」
で
検
索
す 

る
か
、
次
の
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て 

御
覧
く
だ
さ
い
。

w
w

w
.faceb

o
o
k.co

n
u
ch

ib
aagrl  

ま
た
、
千
葉
県
で
は
、
気
象
庁
が 

発
表
す
る
気
象
情
報
等
に
基
づ
き
、
 

農
業
気
象
災
害
等
に
対
す
る
技
術
対 

策
資
料
を
作
成
し
て
い
ま
す
の
で
、
 

御
活
用
く
だ
さ
い
。
過
去3

年
分
44 

件
の
技
術
対
策(
令
和3

年

12
月1
 

日
現
在)

が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

さ
れ
て
い
ま
す
。
「千
葉
県
農
業
気
象 

災
害
」
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検
索
し 

て
御
覧
く
だ
さ
い
。

当
事
務
所
で
は
、
就
農
数
年
ま
で 

の
農
業
後
継
者
や
新
規
就
農
者(

原 

則

45
歳
未
満)

。
を
対
象
に
、
農
業
経 

営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い 

ま
すこ

の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
毎
月1

〜 

2

回
、3

年
間
の
継
続
し
た
研
修
を 

行
い
ま
す
。
農
業
経
営
に
関
す
る
知 

識
•

技
術
の
学
習
を
学
ぶ
他
に
、
若 

い
農
業
者
が
知
り
合
う
き
っ
か
け
の 

場
で
も
あ
り
ま
す
。

令
和4

年
度
は
、5

月
に
開
講
予 

定
で4

月
か
ら
新
規
受
講
者
を
募
集 

し
ま
す
。
興
味
が
あ
る
方
は
、
農
業 

事
務
所
改
良
普
及
課
ま
で
お
問
合
せ 

く
だ
さ
い
。
お
知
り
合
い
の
農
業
後 

継
者
や
新
規
就
農
者
に
も
是
非
、
お 

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

農業機械研修でプラウの 

扱いを学ぶ受講生

、 

ノ 

千
葉
県
が
育
成
し
た
梨
の
新
品
種 

「秋
満
月
」
が
デ
ビ
ュ
—
し
ま
し
た 

厂 

し

み
ん
な
で
農
業
を
学
び
ま
せ
ん
か?
 

〜
令
和4

年
度
農
業
経
営
体
育
成
セ 

ミ
ナ
—
受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ
〜

、 

ノ 

公

式F
a
c
e
b

〇ok

。へ
—
ジ

「ち
ば
農
業
情
報
局
」
情
報
発
信
中!

尸 

J

、 

ノ 

飼
料
用
米
の
取
組
拡
大
を
推
進
し 

て
い
き
ま
す!

尸 

J

http://www.facebook.conuchibaagrl

